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町
内
で
の
救
急
出
動
件
数
は
、
表
１

の
よ
う
に
年
間
約
２
０
０
件
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
層
と
し
て
は
65

歳
以
上
の
方
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
１
１
９
番
通
報

は
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
最
寄
り
の
消
防
署
へ
電
話
す

る
の
で
は
な
く
、
１
１
９
番
通
報
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
最
も
近
い
消
防
車
・

救
急
車
が
出
動
で
き
ま
す
。
通
報
す
る

際
は
、
固
定
電
話
か
ら
の
方
が
通
報
場

所
を
迅
速
に
把
握
で
き
ま
す
の
で
、
固

定
電
話
で
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
災
害
発
生

場
所
の
住
所
、
通
報
者
の
名
前
を
指
令

セ
ン
タ
ー
へ
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
住
所

等
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
目
標
と
な

る
も
の
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｉ
Ｐ
電
話
で
の
通
報
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

救
急
出
動
の
中
に
は
「
救
急
車
で
行

け
ば
早
く
病
院
で
診
て
も
ら
え
る
か

ら
」
な
ど
安
易
な
考
え
で
の
利
用
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
救
急

が
増
え
る
と
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と

す
る
人
の
為
に
出
動
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
救
急
車
の
適
正

利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
通
報
し
て
か
ら
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
に
、
患
者
の
保
険
証

が
あ
る
か
、
飲
ん
で
い
る
薬
は
何
か
な

ど
の
細
か
な
情
報
を
確
認
し
て
い
た
だ

け
て
い
る
と
救
命
活
動
が
迅
速
に
行
え

ま
す
。
ご
自
宅
か
ら
の
通
報
で
あ
れ

ば
、
町
か
ら
65
歳
以
上
の
方
に
送
ら
れ

て
い
る
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の

準
備
が
あ
る
と
細
か
な
情
報
が
わ
か
り

ま
す
の
で
、
万
が
一
に
備
え
て
情
報
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
夜

間
暗
い
道
や
狭
い
路
地
等
に
入
る
場
合

に
は
、
大
通
り
な
ど
で
救
急
車
の
誘
導

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
助
か
り

ま
す
。
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９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

「
救
急
の
日
」は
、「
き
ゅ
う（
９
）き
ゅ

う
（
９
）」
の
語
呂
合
せ
を
も
と
に
、

厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
と
消
防

庁
が
１
９
８
２
年
に
制
定
し
ま
し

た
。
救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
つ
い

て
一
般
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
救

急
医
療
関
係
者
の
士
気
を
高
め
る
日

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
救
急
の
日
」
を
含
む
１

週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
平
成

28
年
は
９
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）

と
し
て
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
中

心
と
し
た
救
急
に
関
す
る
様
々
な
行

事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
、
突
発

的
な
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
が
発
生

す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
ど
の
よ
う
な
対
処
を
す

る
の
か
に
よ
っ
て
「
命
」
が
繋
が
れ

る
か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
身
近

な
人
の
「
命
」
を
守
る
た
め
に
も
、

救
命
の
知
識
を
学
び
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
多
く
の
「
命
」
を

つ
な
ぐ
消
防
署
員
の
み
な
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

3

９月９日は「救急の日」です。突然訪れる病気や事故に備えることで、大切な人の「命」を守
ることができます。また、そんな場面に遭遇した際に「命」というバトンをつなぐため、日頃
からの準備をしておきましょう。

１
１
９
番
通
報

【特集】

命をつなぐバトンリレー

尾梶輝男  分署長
棚倉消防署矢祭分署

【おかじてるお】● 57歳。内川在住。趣味は川釣り。

救
急
車
を
本
当
に

必
要
と
す
る
人
の
為
に

救
急
車
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用

【特集】

命をつなぐバトンリレー

表 1　町内救急出動件数（平成 23年～平成 27年）

平成 23年 平成 27 年平成 26 年平成 25 年平成 24 年
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あなたにもできる応急手当（ファーストエイド）

　

救
急
救
命
は
、
救
急
隊
員
だ
け
の
力
で

は
難
し
い
も
の
で
す
。
町
民
の
方
の
理
解

と
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

特
に
急
病
人
や
事
故
等
で
の
ケ
ガ
人
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
最
初
に
居
合
わ
せ

た
方
の
対
応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
ず

意
識
・
呼
吸
・
循
環
が
正
常
に
機
能
し
て

い
る
か
確
認
を
し
、
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
細
か
な
状
況
説
明
を

指
令
セ
ン
タ
ー
へ
伝
え
、
指
示
を
受
け
て

か
ら
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
や
救
急
隊
員
が
出
入
り

し
や
す
い
よ
う
に
、
障
害
物
等
（
車
、
植

木
、
犬
、
本
、
荷
物
等
）
を
救
急
車
が
到

着
す
る
前
に
移
動
し
て
い
た
だ
け
て
い
る

と
救
命
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【特集】

命をつなぐバトンリレー

救急救命士

菊池 雄馬さん

大切な「命」のバトンをつなぐのはあなたです。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

利
用
し
て
い
ま
す
か

　

町
の
人
口
約
６
千
人
に
対
し
、
そ

の
３
分
の
１
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
と
同
居
し

て
い
て
も
、
日
中
は
高
齢
者
の
み
で

過
ご
す
世
帯
が
ほ
ぼ
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、町
で
は
、

急
病
等
の
万
が
一
の
際
、
高
齢
者
の

み
、
も
し
く
は
高
齢
者
夫
婦
だ
け
で

は
パ
ニ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ち
早
く
大
切
な

情
報
等
を
円
滑
に
収
集
し
、
高
齢
者

の
救
急
生
存
率
を
高
め
る
た
め
、
高

齢
者
の
い
る
各
家
庭
に
「
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
」
の
設
置
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
は
、

緊
急
時
連
絡
先
や
医
療
情
報
、
薬
名

情
報
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ト
で

す
。
こ
の
シ
ー
ト
を
所
定
の
位
置
に

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
収
集

の
統
一
が
図
ら
れ
、
本
人
に
意
識
が

な
い
場
合
で
も
救
急
生
存
率
が
高
ま

り
ま
す
。

◀救急隊員に「救急医療情報
　キット」があることを示す
　ため玄関内に貼るシール。
　また、マグネットもあり、
　キットの所在が分かるよう
　冷蔵庫に貼りましょう。

◀救命情報シートを入れてお
　くための容器。大切な情報
　のため、冷蔵庫内に入れて
　おくことで災害時に家が倒
　壊しても潰れずに情報が確
　保できます。

基本情報蘭
　対象者自身のことを記
　入します。

緊急連絡先蘭
　緊急時すぐ駆けつけら
　れる人から順に記入。

治療中の病気蘭
　慢性的な病気を記入。
　一過性のものは含めな
　い。

飲んでいる薬名蘭
　常に服用している薬、
　発作時の薬を記入。

かかりつけ医蘭
　総合病院の場合は、診
　療科までを記入。

●周囲の安全を確認し、状況にあわせて自らの安全を確保してから傷病者に近づきましょう。
　道路などに人が倒れている場合には、特に気をつけてください。

①安全の確認

●悪寒（ふるえ）、体温の低下、顔面蒼白、ショック症状などが見られる場合には、傷病者
　の体温が逃げないように毛布や衣服などで保温しましょう。また、衣服が濡れているとき
　には、脱がせてから保温します。

②保温（傷病者の体温を保つ）

●傷病者に適した体位（姿勢）を保つことは、呼吸や血液の循環を維持し、苦痛を和らげ、
　症状の悪化を防ぎます。傷病者が最も楽に感じる体位（姿勢）にして安静を保ちましょう。
　体位（姿勢）は強制する必要はありませんが、体位（姿勢）を変える場合にはできるだけ
　痛みや不安を与えないようにしてください。

③体位の管理法

傷病者が楽な体位（姿勢）の一例

座位 回復体位半座位 仰
ぎょうがい

臥位（仰向け）

救急救命士に聞く
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矢
祭
町
役
場
で
は
、
通
常
の

開
庁
時
間
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）
以
外
に

も
、
一
部
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま

す
。
時
間
帯
や
行
え
る
業
務
等

に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り
で

す
。２つの給付金を支給します

区　　分 非課税限度額
（給与収入ベース）

単身 １００万円

夫婦 １５６万円

夫婦子 1人 ２０５．７万円

夫婦子 2人 ２５５．７万円

区　　分 非課税限度額
（給与収入ベース）

単身
６５歳以上 １５５万円

６５歳未満 １０５万円

夫婦
６５歳以上 ２１１万円

６５歳未満 １７１．３万円

[参考 ] 住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）

（給与所得者） （公的年金受給者）

申請方法
◎平成２８年 1月 1日時点でお住まいだった市町村へ申請書を提出　

問い合わせ
厚生労働省専用ダイヤル　☎０５７０－０３７－１９２
自立総務課企画財政グループ　☎４６－４５７９

～臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金～

＊矢祭町の場合、対象と思われる方には９月 1日から書類を発送しています。

　申請書の提出をいただいてから審査をした後、10月中旬から随時交付となります。

　また、申請書の提出は平成２８年１2月 1６日までとなっておりますのでご注意ください。

＊申請は市町村ごとに申請期間が異なります。

申請時に必要となる書類
　①支給対象者全員分の本人確認書類の写し
　　　運転免許証、パスポート、保険証、住民票等
　
②振込先金融機関口座確認書類
　　　通帳又はキャッシュカードの写し（昨年と同じ口座に振込希望の場合は必要ありません）
　
③代理人申請・受給を行う場合
　　　代理人の本人確認書類
　　　＊代理人は、同一世帯、法定代理人、その他町長が特に認める方に限ります。

支給額
◎一人につき 3,000 円支給
　＊支給は１回です。また、両方の支給対象者に
　　該当する方は、２つの給付金を受給できます。

支給対象者
◎平成２８年度分の住民税が課税されない方
　＊ただし、課税されている方に生活の面倒を見
　　てもらっている場合（住民税において、課税
　　者の扶養となっている合）、生活保護制度の被
　　保護者となっている場合などは除きます。

平成 28年度臨時福祉給付金

支給額
◎一人につき 30,000 円支給
　＊支給は１回です。また、両方の支給対象者に
　　該当する方は、２つの給付金を受給できます。

支給対象者
◎平成２８年度臨時福祉給付金の支給対象者
　のうち、平成２８年５月分の障害基礎年金
　や遺族基礎年金等を受給している方
　＊ただし、「高齢者向け給付金」（３万円）を受
　　給した方は除きます。

障害・遺族年金受給者向け給付金

町
役
場
で
は
他
市
町
村
と
は
違
っ
た
開
庁
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

＊なお、当番制で職員が２人対応しておりますので、各種届け出やご相談等のご要望に担当
　者でないとお答えできない場合があります。その際には、対応しています職員が担当者へ
　お伝えし、後日ご連絡することがありますのであらかじめご了承ください。

●各種証明書の発行
　・住民票謄本（世帯全員）
　・住民票抄本（一人だけ）
　・戸籍謄本（世帯全員）
　・戸籍抄本（一人だけ）
　・印鑑登録証明書（登録証を提示）

・軽自動車税納税証明書
・納税証明書
・所得証明書（課税額は非表示）
・課税・非課税証明書（所得額も表示）

●出生、婚姻、離婚届等の受理
●各種税金関係の納入

通常開庁時間外に発行・受理等できるもの

午前７時３０分～午前８時３０分
正午～午後１時
午後５時１５分～午後６時４５分

○税金、水道料、保育料等をお預かりします
○証明書類（戸籍・住民票等）の代行申請を行い、お届けします
○各種届出等をお預かりし、担当課へ届けます
○上記以外のご相談等をお受けします

出張役場を開設しています

　平成 15年より役場職員の自宅を出張役場として開放しています。役場より遠く
離れた山間地で暮らす方々や、一人暮らしの高齢者も安心して暮らせるようにと出
張役場を開設しています。

▼出張役場でできること

平  日
（土・日・祝日・年末年始）
午前８時３０分～午後５時１５分

休  日
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病
原
体（
つ
つ
が
虫
病
リ
ケ
ッ
チ
ア
）

を
保
有
す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
（
ダ
ニ
）
の

幼
虫
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
皮

感
染
す
る
急
性
感
染
症
で
す
。
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
に
は
直
接
感
染
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
発
生
の
時
期
は
春
〜
初
夏
、
秋
〜

冬
に
か
け
て
で
す
。

◎
つ
つ
が
虫
病
と
は
？

●
山
、
草
地
に
入
る
場
合
や
農
作
業
を

　

行
う
場
合
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ

　

れ
な
い
よ
う
に
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、

　

ゴ
ム
長
靴
・
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、

　

肌
の
露
出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

　

ま
し
ょ
う
。

●
衣
類
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、
草
む

　

ら
に
直
接
座
っ
た
り
、寝
転
ん
だ
り
、

　

用
便
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

●
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー（
医
薬
品【
デ
ィ
ー

　

ト
12
％
含
有
】等
）を
使
用
し
ま
し
ょ

　

う
。

●
作
業
後
は
、
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど

　

し
て
、
万
一
付
着
し
て
い
る
か
も
し

　

れ
な
い
ツ
ツ
ガ
ム
シ
を
洗
い
落
と
し

　

ま
し
ょ
う
。

●
着
用
し
て
い
た
衣
類
は
着
替
え
、
そ

　

の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
洗
濯
し
ま
し

　

ょ
う
。

◎
つ
つ
が
虫
病
の

　

予
防
方
法
は
？

表 1　県南保健所における月別発生状況

H23 H24 H25 H26 H27
１月 2
２月
３月 1
４月
５月 1
６月 1
７月 2
８月
９月
１０月 2 1 2 1 1
１１月 13 7 4 1 9
１２月 2 1 1 1

つ
つ
が
虫
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◆
潜
伏
期
… 

５
〜
14
日
前
後

◆
症
状 

… 

発
熱
（
38
〜
40
度
）、
発
疹

　
（
発
熱
か
ら
３
〜
５
日
後
位
）、
皮
膚
に

　

か
さ
ぶ
た
を
伴
っ
た
特
徴
的
な
刺
し

　

口
、
頭
痛
、
倦
怠
感 

肝
機
能
障
害
等

※
治
療
が
遅
れ
る
と
命
に
関
わ
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎
つ
つ
が
虫
病
の
症
状
は
？

　

町
で
は
、
町
内
に
お
い
て
商
店

主
等
が
行
う
店
舗
等
の
改
良
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
商
店

等
の
集
客
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
の
消
費
活
動
を
促

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
町
内
施
工
業
者
に
よ
り
商

店
等
の
改
良
を
行
う
事
業
主
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
付
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に

　

該
当
す
る
方

　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

　
　

又
は
町
内
に
事
業
所
を
有
す

　
　

る
法
人

　

②
改
良
工
事
の
対
象
と
な
る
店

　
　

舗
等
の
所
有
者
本
人
若
し
く

　
　

は
そ
の
親
族
又
は
店
舗
の
所

　
　

有
者
か
ら
改
良
工
事
を
実
施

　
　

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意

　
　

を
得
て
い
る
者

　

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　

者

●
補
助
の
内
容　

補
助
の
対
象
と

　

な
る
改
良
工
事
は
、
町
内
施
工

　

業
者
が
行
う
工
事
代
金
が
50
万

　

円
（
消
費
税
相
当
額
を
含
む
）

　

以
上
の
改
良
工
事
と
す
る
。
ま

　

た
、
補
助
金
の
額
は
、
補
助
の

　

対
象
と
な
る
改
良
工
事
の
金
額

　

の
10
％
（
金
額
が
20
万
円
を
超

　

え
る
場
合
に
は
20
万
円
）
以
内

　

と
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
28
・

　

29
年
度
は
、
補
助
率
及
び
限
度

　

額
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。（
補

　

助
率
20
％
で
、
限
度
額
が
40
万

　

円
に
な
り
ま
す
）

●
申
請
方
法　

事
業
課
に
ご
ざ
い

　

ま
す
申
請
書
に
記
入
し
必
要
書

　

類
を
添
え
て
、
事
業
課
産
業
グ

　

ル
ー
プ
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

こ
の
事
業
は
、
平
成

　

28
年
４
月
１
日
以
降
契
約
を
締

　

結
し
た
改
良
工
事
が
該
当
に
な

　

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

事
業
課
産
業
グ

　

ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐

　

４
５
７
６

商
店
主
等
が
行
う
店
舗
等
の

改
良
を
支
援
し
ま
す

問い合わせ
県南保健福祉事務所医療薬事課感染症予防チーム☎０２４８-２２-６４０５
山村開発センター☎４６- ２０９７

　

福
島
県
は
全
国
有
数
の
つ
つ
が
虫
病

の
多
発
地
域
で
す
。
平
成
27
年
報
告
数

は
、
全
国
４
１
５
件
、
福
島
県 

26
件

で
全
国
第
４
位
で
し
た
。
例
年
10
月
〜

12
月
に
多
く
報
告
さ
れ
、
感
染
場
所
と

し
て
、
主
に
田
畑
、
山
林
、
河
川
敷
等

の
草
む
ら
、
自
家
用
の
畑
な
ど
、
身
近

な
場
所
で
感
染
し
て
い
ま
す
。

◎
つ
つ
が
虫
病
の

　

発
生
状
況
は
？

ゆめ活ポイント事業が始まります
▶ゆめ活ポイント事業とは？
　　町の主催事業等において、一般参加者やボランティア協力者等を対象に、ポイントを付与し貯まっ
　たポイントを商品券に交換することで、まちづくりや地域活動への関心を高めていただき、町民の皆
　さまと一体となった町政運営を図ることを目的として、９月１日（水）から開始いたします。なお、
　参加申込書は自立総務課企画財政グループへ提出してください。

問い合わせ
自立総務課企画財政グループ☎４６- ３１３１

矢
祭
町
ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト

事
業
参
加
申
込
書
の
提
出

矢
祭
町
ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
交
付

（
や
ま
っ
ぴ
ー
カ
ー
ド
）

町
主
催
事
業
等
に
参
加
し
た

方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

累
計
ポ
イ
ン
ト
を
５
０
０

ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
る

（
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
一
日
一
回
）

矢
祭
町
ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト

商
品
券
引
換
申
請
書
を
提
出

５
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
５
０
０
円

分
の
商
品
券
と
交
換

（
ポ
イ
ン
ト
に
有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

➡ ➡➡➡➡

図 1　ゆめ活ポイント事業の流れ
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ユ
ー
パ
ル
矢
祭
盆
踊
り

戸
塚
「
百
八
灯
」

　

８
月
15
日
（
月
）、
百
八
の
火
の
明
か
り
に

先
祖
の
水
難
供
養
と
地
域
の
安
全
を
祈
る
、
正

観
世
音
祭
「
百
八
灯
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
暮
れ
時
に
百
八
の
灯
火
が
燈
さ
れ
、
暗
が

り
の
中
に
幻
想
的
な
炎
の
列
が
揺
ら
め
い
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
20
日
（
土
）、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
駐
車
場

に
て
、
矢
祭
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る
盆

踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
来
場
し
、
夜
店
や
ラ
イ
ブ
シ
ョ

ー
、
盆
踊
り
、
最
後
に
は
恒
例
の
大
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り

　

８
月
６
日
（
土
）、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
集

会
所
前
広
場
に
て
、
中
山
祭
in
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
が

盆
踊
り
を
楽
し
み
、
中
に
は
仮
装
を
し
た
方
々

も
お
り
、
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　

矢
祭
中
学
校
１
年
生
〜
２
年
生
を
対
象
に
夏
休
み
期

間
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
、
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
福

祉
施
設
を
理
解
す
る
こ
と
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
26
回
サ
マ
ー
シ
ョ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が
７
月
22
日
〜
８
月
８
日

の
期
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園　

幼
児
教
育
部

　やまつりこども園幼児教育部では、中学
生がさまざまな遊びで園児たちとふれあ
い、園児たちはたくさんの笑顔を見せてい
ました。

◀
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園　

幼
児
教
育
部
・
保
育
部

　やまつりこども園遊戯室で行われた「エ
ビカニクス」。幼児教育部・保育部の園児
たちと一緒に、中学生３人が楽しく踊りま
した。

事　業　所　名

やまつりこども園（幼児教育部）

やまつりこども園（保育部）

カンガルーくらぶ

せせらぎ荘

ユーアイホーム

矢祭小放課後児童クラブ

受け入れ事業所一覧

◀
せ
せ
ら
ぎ
荘

　せせらぎ荘では、入居者の方の輪投げの
記録や輪の回収などをお手伝いし、その後
一緒に「エビカニクス」を踊り楽しい時間
を過ごしました。

◀
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ

　山村開発センターで行われているカンガ
ルーくらぶでは、縁日ごっこを開催し、「宝
探し」「金魚すくい」「ヨーヨーすくい」な
どの催しのお手伝いをしました。



家族３人で旅行に行きたいです。

マイホームを建てることです。

おでかけに行くことです。

自然が豊かなところです。

子どもが住みやすいま町づくりをもっとしてほしいで
す。

家族共々よろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
家
族
３
人
で
旅
行
に
行
き
た
い

塙　秀樹さん

Ｈ
ｉ
ｄ
ｅ
ｋ
ｉ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｗ
ａ

はなわひでき● 21 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（27）

message

次は木下隆我さん（下関河内）の予定です。

No.30

　　

平
成
大
学
歌
謡
ク
ラ
ブ
で
会
長

を
し
て
い
る
小
田
川
在
住
の
片
野

文
勇
さ
ん
。
今
年
で
会
長
職
は
16

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
入
っ
た
き

っ
か
け
は
、
知
人
に
平
成
大
学
へ

誘
わ
れ
、
同
時
に
歌
謡
ク
ラ
ブ
へ

も
入
り
、
加
入
し
て
す
ぐ
に
会
長

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
80
代
か
ら
90
代
ま
で
の

８
人
が
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

毎
月
第
３
金
曜
日
の
９
時
30
分
か

ら
11
時
30
分
ま
で
、
塙
町
の
森
先

生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
た

だ
き
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
平
成
大
学
の
閉
級
式
で

発
表
会
を
し
て
お
り
、
合
唱
で
３

曲
ほ
ど
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
み
に
つ
い
て
文

勇
さ
ん
は
「
歌
が
好
き
な
人
が
集

ま
り
交
流
を
持
て
る
の
で
楽
し
い

で
す
。
歌
の
練
習
だ
け
で
な
く
、

１
つ
の
交
流
の
場
と
し
て
同
じ
町

内
の
人
達
と
信
頼
関
係
を
築
け
る

と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
ね
。」

と
話
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
80
か
ら

90
代
の
高
齢
者
が
集
ま
れ
る
場
所

は
町
内
に
は
数
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
集
ま
れ
る
人
が
い
れ
ば
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
つ
い
先
日
新
た
に
２
人
の
方

か
ら
参
加
し
た
い
と
い
う
電
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
下
さ

い
。」
と
交
流
の
場
の
発
展
を
願

い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
文
勇
さ
ん
は

「
１
年
で
も
長
く
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歌
の
練
習

も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
内
の
方

と
も
っ
と
交
流
を
深
め
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
森
先
生
に
感
謝
の

意
を
忘
れ
ず
に
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
町
内
の
方
々

と
の
積
極
交
流
を
期
待
し
な
が
ら

歌
い
続
け
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

いばらきマリッジサポーターによる
「結婚相談会」が開催されます。

開催日　10 月 2 日（日）
時　間　10：00 ～ 15：00
会　場　大子町文化福祉会館まいん
　　　　＊矢祭町ブースもあります。

詳しくは結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

イベントのお知らせ

平成大学歌謡クラブのみなさんと森先生（右上）。他
にも撮影日にはいなかった方が２人在籍。

１
つ
の
交
流
の
場
と
し
て
同
町
の
人
達
と

信
頼
関
係
を
築
け
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.30 －

片
野
文
勇
さ
ん

PROFILE
【かたのふみお】86歳。小田川在住。趣
味カラオケ、旅行。モットーは「人に面倒
をかけないで人生をおくる」

　
「
私
た
ち
夫
婦
は
、
同
じ
茗
荷
地

区
出
身
で
、
知
人
の
紹
介
で
出
会

い
、
今
年
結
婚
57
年
目
を
迎
え
ま

す
。
当
時
は
結
婚
す
る
こ
と
が
当
た

り
前
と
い
う
時
代
で
周
り
も
そ
う

ゆ
う
風
潮
だ
っ
た
の
で
、
今
の
若
い

人
た
ち
の
よ
う
に
一
人
で
い
る
と

い
う
選
択
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
時
代
が
変
わ
っ
た
ん
だ
な

と
感
じ
ま
す
。

　

現
在
は
野
菜
作
り
や
ド
ラ
イ
ブ
、

山
登
り
な
ど
お
互
い
の
趣
味
を
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

時
で
も
お
互
い
を
尊
重
し
て
、
理
解

し
、
あ
ま
り
干
渉
し
な
い
こ
と
で
約

60
年
の
夫
婦
生
活
を
続
け
ら
れ
た

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

独
身
の
方
に
は
、
私
た
ち
の
よ
う

に
お
互
い
を
尊
重
す
る
こ
と
が
結

婚
に
繋
が
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
い

っ
た
お
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
た
と

き
に
結
婚
を
考
え
て
み
て
は
と
お

伝
え
し
た
い
で
す
。」

　
「
お
互
い
を
尊
重
す
る
気
持
ち
」

相
手
を
思
い
や
る
こ
と
は
自
分
を

見
つ
め
る
こ
と
。
と
て
も
大
切
な
こ

と
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲

良
く
趣
味
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

本田さんご夫婦
茗荷在住

互
い
の
尊
重

1213



Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

東
舘
青
年
會
で

太
鼓
と
半
纏
を
新
調

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
七
月
詠
草

日
焼
け
止
め
を
塗
る
も
忘
れ
て

野
良
仕
事
な
し
し
八
十
路
の
肌
を
労
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

志
半
ば
で
テ
ロ
に
奪
わ
れ
し

七
人
の
御
霊
に
し
ば
し
瞑
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

あ
さ
な
さ
な
深
緑
の
山
見
惚
れ
お
り

松
く
い
虫
の
松
お
ち
こ
ち
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

さ
わ
や
か
な
宅
配
人
の
声
響
き

元
気
を
受
け
て
今
日
も
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

中
庭
の
日
光
き
す
げ
咲
き
始
め

雄
国
沼
た
ず
ね
し
遠
き
日
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

知
子

も
う
い
な
い
の
か
と
思
い
お
り
に
し

ホ
ト
ト
ギ
ス
青
葉
隠
れ
に
懐
か
し
く
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

遠
き
日
の
初
恋
に
も
似
て
す
ず
や
か
に

楚
々
と
咲
き
い
る
山
の
白
百
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

𠮷
民

待
ち
に
待
ち
し
雨
降
り
た
れ
ば

声
高
く
朝
の
畑
に
喜
び
交
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

朝
夕
に
餌
を
与
え
し
子
牛
ら
は

我
に
懐
き
て
擦
り
寄
り
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

草
刈
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
精
を
出
す

限
界
集
落
は
団
結
で
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

梅
雨
の
間
の
晴
れ
し
ひ
と
と
き

蝶
二
匹
向
日
葵
の
葉
陰
に
羽
根
を
休
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

図
書
館
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
９
月
18
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く
の
文

　

庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

９
月
19
日
は
敬
老
の
日
。「
お
じ
い
ち
ゃ

　

ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
出
て
く
る
本
」
コ
ー

　

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
に
も

　

活
用
で
き
る
本
を
揃
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

第
８
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

　

品
は
９
月
30
日
（
金
）
締
切
で
す
。
皆
様

　

か
ら
の
ご
応
募
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

　

す
。　

今
月
の
休
館
日

　

９
月
５
日
（
月
）、
９
月
12
日
（
月
）、
９

　

月
26
日
（
月
）

　

＊
９
月
19
日
（
月
）
敬
老
の
日
は
祝
日
に
よ

　

り
開
館

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
☎

　

４
６
‐
４
６
４
６

奨
学
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

矢
祭
小
学
校
開
校
記
念

校
歌
お
披
露
目
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

新調した太鼓と半纏
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宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
文
化
振
興
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

行
う
活
動
に
必
要
な
施
設
や
設

備
の
整
備
に
対
し
て
、
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
舘
青
年
會
は
、
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
町
最
大
の
祭
典
で
あ
る
八

雲
神
社
祭
典
「
天
王
祭
」
や

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
盆
踊
り
で
使
用

す
る
、
太
鼓
と
半
纏
を
新
調
し

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
文
化
が

益
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

矢
祭
町
若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ

ポ
ー
ト
事
業
「
奨
学
助
成
金
制

度
」
に
よ
り
、
町
内
の
学
生
の
勉

学
の
奨
励
と
学
力
向
上
を
図
る
た

め
高
田
基
金
を
利
用
し
て
、
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
大
学
等
へ
の
進

学
を
助
成
い
た
し
ま
す
。
平
成
28

年
４
月
に
大
学
等
へ
入
学
さ
れ
た

学
生
の
保
護
者
の
方
で
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方
に
、
奨
学
助
成

金
と
し
て
20
万
円
を
支
給
い
た
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
交
付
申

請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
給
要
件

　

①
矢
祭
町
に
引
き
続
き
１
年
以

　
　

上
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と

　

②
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
額

　
　
（
以
下
「
世
帯
所
得
」
と
い

　
　

う
。）
が
３
５
０
万
円
未
満

　
　

で
あ
る
こ
と
。

　

③
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
滞
納

　
　

し
て
い
な
い
こ
と
。

　

④
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

　
　
（
短
期
大
学
）
及
び
専
修
学

　
　

校
に
入
学
し
た
者

支
給
人
員

　

①
助
成
金
を
支
給
す
る
人
員
は

　
　

10
名
を
限
度
と
す
る
。

　

②
申
請
者
が
10
名
を
超
え
た
場

　
　

合
は
世
帯
所
得
の
低
い
順
か

　
　

ら
と
す
る
。

支
給
額

　

助
成
金
の
支
給
額
は
入
学
時
１

　

回
限
り
20
万
円
と
す
る
。

交
付
申
請

　

助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
場
合

　

は
、
次
の
書
類
を
添
付
し
、
奨

　

学
助
成
金
交
付
申
請
書
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
入
学
後
６
か
月
を
経
過
し
た

　
　

以
降
の
在
学
証
明
書

　

●
世
帯
全
員
の
一
年
間
の
所
得

　
　

額
を
証
明
で
き
る
書
類

　

●
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

＊
奨
学
助
成
金
交
付
申
請
書
は
、

　

教
育
委
員
会（
中
央
公
民
館
内
）

　

に
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６
‐
４
５
８
０

　

矢
祭
小
学
校
校
歌
は
、
い
わ
き

市
出
身
の
世
界
的
指
揮
者
小
林
研

一
郎
氏
作
詞
作
曲
に
よ
り
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
開
校
を
記
念
し
、
校

歌
の
お
披
露
目
会
と
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
９
月
17
日（
土
）

　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
30

　

分
開
場
）

会
場　

矢
祭
小
学
校
体
育
館

入
場
料　

無
料
（
但
し
、
入
場
整

　

理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

そ
の
他　

会
場
敷
地
内
へ
駐
車
は

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
車
は
ご
遠

　

慮
願
い
ま
す
。入
場
整
理
券
は
、

　

教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）
で

　

希
望
者
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

土
・
日
の
場
合
は
、
矢
祭
も
っ

　

た
い
な
い
図
書
館
で
配
付
し
ま

　

す
。（
一
人
に
つ
き
２
枚
ま
で

　

と
し
、
定
員
に
達
し
た
時
点
で

　

発
券
は
終
了
し
ま
す
の
で
、
ご

　

了
承
願
い
ま
す
）

指
揮　

小
林
研
一
郎

演
奏　

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ア

　

ン
サ
ン
ブ
ル
管
弦
楽
団

校
歌
合
唱　

矢
祭
小
学
校
児
童

プ
ロ
グ
ラ
ム　

　

①
校
歌
斉
唱
（
小
林
研
一
郎
指

　
　

導
・
矢
祭
小
学
校
児
童
）

　

②
交
響
曲
第
５
番
ハ
短
調
作
品

　
　

67
「
運
命
」
よ
り
第
一
楽
章

　
　

作
曲
：
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ

　
　

ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　

③
ダ
ニ
ー
ボ
ー
イ

　
　

作
曲
：
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ェ

　
　

ザ
リ
ー

　

④
交
響
曲
第
９
番
ホ
短
調
「
新

　
　

世
界
よ
り
」
作
品
95
よ
り
第

　
　

四
楽
章

　
　

作
曲
：
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ド
ヴ
ォ

　
　

ル
ザ
ー
ク

問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学
校
教
育

　

グ
ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６

　

‐
４
５
８
０

　「炎のコバケン」の愛称で親しまれている日本を代表する指揮
者。今までに国内外オーケストラの数々のポジションを歴任。ハ

ンガリー政府より数々の勲章を授与。現在、東京藝術大学、東

京音楽大学、リスト音楽院の名誉教授、東京文化会館音楽監督。

２０１３年秋の叙勲で、これまでの功績により旭日中綬章が授与

された。

小林研一郎氏プロフィール
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記念品を受け取る金澤さん

　８月１０日（水）、８月の「道路ふれあい月間」
と８月１０日の「道の日」にあたり、町内建設業７
社による道路清掃奉仕作業が行われました。役場駐
車場で出発式を行った後、各担当地区に分かれて町
内の道路両脇に捨てられている空きカン、空きビン
などのごみを拾いながら清掃を行いました。

任命書を受け取る代表の佐藤幸男さん

　７月２８日（木）、県中学校水泳競技大会男子
４００ｍ個人メドレーで第 2位に輝き、東北大会
へ出場した矢祭中学校３年金澤源太さんに古張町長
より記念品が授与されました。８月３日～５日に行
われた東北大会では、５分１０秒３９というタイム
で予選第 19位となり健闘しました。

役場駐車場に集まった町内建設業者のみなさん

　８月１日（月）、役場第 1会議室で矢祭町鳥獣被
害対策実施隊任命書交付式が行われ、捕獲隊員１５
人を代表して、佐藤幸男さんに古張町長から任命書
が交付されました。その後実施隊全員協議会が開催
され、実施隊について説明があり、役員について協
議をしました。

県大会での活躍を称えて
▶若鮎チャレンジサポート事業激励式

「道路ふれあい月間」行事
▶道路清掃奉仕作業出発式

町内有害鳥獣対策の要として
▶矢祭町鳥獣被害対策実施隊任命書交付式

イネさんを囲んでの記念撮影

講演を聞く参加者と講師の越高一夫さん

　８月２３日（火）、やまつりこども園遊戯室でブッ
クスタート研修会が開催されました。講師にＪＰＩ
Ｃ読書アドバイザーの越高一夫さんを迎え、「心を
つなぐ　読み聞かせ」と題しておすすめ絵本の紹介
や絵本の読み聞かせを楽しむことなどを講演いただ
きました。

読み聞かせを楽しもう
▶ブックスタート研修会

１００歳を祝い記念品等を贈呈
▶百歳高齢者賀寿等贈呈式

　８月２７日（土）、ユーハイム矢祭で百歳高齢者
賀寿等贈呈式が行われました。式では百歳を迎えら
れた下関河内の佐藤イネさんに、福島県知事・矢祭
町長から賀寿・記念品、矢祭町社会福祉協議会長・
矢祭町高齢者クラブ連合会・ユーハイム矢祭施設長
より記念品がそれぞれ贈呈されました。

優勝を果たした東舘壮年ソフトクラブのみなさん

ドライバーに啓発品を手渡す古張町長と霜山棚倉警察署長

　８月１０日（水）、お盆期間中の事故防止啓発活
動として、交通安全協会矢祭支部による交通安全テ
ント村が実施されました。今回も国道 118 号矢祭
駐在所前で行われ、関東方面から来るドライバーに
ヤクルトやうちわ等の啓発品を配り安全運転を呼び
かけました。

お盆期間中の無事故を願い
▶交通安全テント村

　８月２１日（日）、県民スポーツ県南地域大会が
塙町で開催されました。矢祭町からはソフトボール
に東舘壮年ソフトクラブ、卓球に矢祭町卓球部、ソ
フトテニスにＹＳＴＣ、バドミントンに矢祭バドミ
ントンクラブがそれぞれ出場し、東舘壮年ソフトク
ラブが見事に優勝を果たしました。

県南地域大会を制する　
▶県総合体育大会県民スポーツ県南地域大会
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　８月も終わり、平成28年度も半分が過ぎ
ようとしています。まだまだ暑い日が続い
ていますので、熱中症などにはお気を付け
ください。今月は、さまざまな地域の夏祭
りが開催されました。その地域の特色がそ
れぞれに出ている夏祭りばかりで、訪れた
方々もとても楽しんでいました。そんな夏
祭りを来年も楽しめたらと思います。　（海）

　

福
島
県
県
南
地
方
に
移
住
し

た
女
性
「
ふ
く
タ
ー
ン
女
子
」

と
の
交
流
会
を
東
京
で
開
催
し

ま
す
。
県
南
地
方
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
を
考
え
て
い
る
方
な
ら
男
女

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け

づ
く
り
に
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。当
日
は
交
流
会
の
ほ
か
、

移
住
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
募
集

も
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
（
金
）
午
後

　

７
時
〜
午
後
８
時
30
分
（
午

　

後
６
時
30
分
開
場
）

会
場　

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区

　

有
楽
町
２
丁
目
１
０
１
東
京

　

交
通
会
館
８
階
）

定
員　

20
名

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

平
成
28
年
９
月
26

　

日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

ラ
ク
ラ
ス
し
ら

　

か
わ
☎
０
２
４
８
‐
２
９
‐

　

８
５
９
５

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
６
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

白
河
集
古
苑
で
は
、「
松
平

家
と
松
浦
家
‐
蓁
姫
の
婚
礼
調

度
と
松
浦
家
の
名
宝
‐
」
と
題

し
て
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
白
河
藩
主
松
平
定
信
は
、

娘
の
蓁
姫
を
平
戸
藩（
長
崎
県
）

の
藩
主
松
浦
家
に
嫁
が
せ
ま
し

た
。
そ
の
際
の
華
麗
な
婚
礼
調

度
品
や
雛
人
形
、
名
門
松
浦
家

に
伝
来
す
る
名
宝
の
数
々
を
、

東
北
地
方
で
初
め
て
一
堂
に
展

示
し
ま
す
。

会
期　

９
月
10
日
（
土
）
〜
11

　

月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

入
館
料　

大
人
３
２
０
円
／
小

　

中
高
生
無
料

会
場　

白
河
集
古
苑

問
い
合
わ
せ　

白
河
市
歴
史
民

　

俗
資
料
館
☎
０
２
４
８
‐
２

　

７
‐
２
３
１
０

　

陸
上
・
海
上
・
航
空
学
生
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
）

　

21
歳
未
満

受
付
締
切　

９
月
８
日
（
木
）

試
験
日　
　

９
月
22
日
（
木
）

試
験
会
場　

郡
山
市
労
働
福
祉

　

会
館

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

ひ
と
り
親
で
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
仕
事

探
し
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
厳
守
、
相

談
無
料
で
す
。
ご
都
合
が
合
わ

な
い
場
合
、
お
急
ぎ
の
場
合
に

も
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日
（
火
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時
（
う
ち
１

　

時
間
程
度
）

会
場　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉

　

事
務
所
東
白
川
福
祉
相
談
コ

　

ー
ナ
ー
（
棚
倉
町
大
字
関
口

　

字
上
志
宝
50
‐
１
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
保

　

健
福
祉
事
務
所
児
童
家
庭
支

　

援
チ
ー
ム
ひ
と
り
親
家
庭
就

　

業
支
援
専
門
員
☎
０
２
４
８

　

‐
２
２
‐
５
６
４
７
（
土
・

　

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

　

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

遺
産
相
続
や
任
意
後
見
契
約

の
ほ
か
、
各
種
契
約
（
金
銭
消

費
貸
借
・
不
動
産
貸
借
・
離
婚

に
際
し
て
の
慰
謝
料
や
養
育
費

な
ど
）
の
問
題
は
、
後
々
も
め

事
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間

の
取
り
決
め
を
公
正
証
書
に
し

て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
公
証
役
場

　

☎
０
２
４
８
‐
２
３
‐
２
２

　

０
３

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、

法
の
日
を
記
念
す
る
市
民
に
対

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,０８１人（－   8）
男 ２,９９６人（－   6）
女 ３,０８５人（－   2）
世　帯 ２,０８９世帯（－ 4）

す
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一

環
と
し
て
、
10
月
１
日
（
土
）

〜
10
月
８
日
（
土
）
ま
で
の
間

に
県
内
11
会
場
に
お
い
て
、
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
内
容
は
、
不
動
産
の

相
続
・
売
買
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
こ
と
、
多
重
責
務
問
題
、

成
年
後
見
、
そ
の
他
裁
判
手
続

き
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
中
心

に
、
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活

に
関
連
す
る
様
々
な
法
律
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
や
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
被
災
・
被
害
に
つ

い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
相
談
会
場
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
相
談
会
の

日
時
・
場
所
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
福
島
県
司
法
書
士
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
司
法
書 

　

士
会
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐

　

７
５
０
２

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
９

月
５
日
（
月
）
か
ら
９
月
11
日

（
日
）
ま
で
の
７
日
間
、
全
国

一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

と
し
て
、
身
体
的
・
心
理
的
虐

待
や
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど

高
齢
者
・
障
害
者
の
抱
え
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、
人

権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
強
化
週
間
の
期

間
以
外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）
に
お
い
て
も
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

年
９
月
５
日
（
月
）
〜

　

11
日
（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

７
時

電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
‐
０

　

０
３
‐
１
１
０

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
人
権
擁
護
課
☎
０
２
４
‐

　

５
３
４
‐
１
９
９
４

人の動き
8月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
鈴木　綾

あ や と

人 7/21 貴識 ・ 恵 関　岡

鈴木　大
や ま と

翔 7/27 英樹 ・ 佳代 下石井

大金　信
し ん え い

瑛 8/3 昌晃 ・ 直子 関　岡

石井　芽
め い

依 8/6 明 ・ 日奈子 宝　坂

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
益子　　実 66 勝彦 8 / 11 下石井
深谷　美光 88 昭吉 8 / 12 下石井

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２８年度危険物安全週間推進標語
「危険物　決めろ無事故の　ストライク」

　「９月９日は救急の日です」病気や事故は誰にでも、
突然訪れます。大切な命を守るため、応急手当や心肺
蘇生法の正しい知識、技術を身に付けましょう。また、
救急現場に居合わせた人（発見者、同伴者等）のこと
をバイスタンダーといいます。応急手当を受け、救急
隊、病院とバトンを渡していくことが出来れば傷病者
は助かる確率が上がります。消防署では毎月救命講習
会を開催していますので、ぜひ受講してください。

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～8月15日）

火災件数　 １件
救急出動   １４５件

消防分署からのお願い

固定資産税▶３期
国民健康保険税▶４期
介護保険料▶４期
後期高齢者医療保険料▶２期
納期限（口座振替日）▶９月３０日（金）

●今月の納税

航
空
学
生
を

募
集
し
ま
す

1819

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

出
張
移
住
カ
フ
ェ

ラ
ク
ラ
ス
in
東
京
開
催

白
河
集
古
苑

特
別
企
画
展
開
催

ひ
と
り
親
家
庭

就
職
相
談
会

法
の
日
司
法
書
士

無
料
相
談
会



　下関河内在住の近藤さんご家族。栄治さんと利子さんが住む家と
拓巳さん、晴香さん、柊龍くんが住む家があり、今回は栄治さんご
夫婦が住む家にお邪魔しました。拓巳さんご夫婦に柊龍くんのお話
を伺うと「柊龍は、自由奔放で恥ずかしがりやな性格です。最近は
ポケモン GOにハマっていて、YouTube でポケモンのアニメを見
たりもしています。」と教えてくれました。また、利子さんに柊龍
くんについて尋ねると「わざとインターフォンを鳴らすことがある
んです。私が「どちら様？」と聞くと「柊龍です」といって遊びに
来るんですよ」と柊龍くんの自由奔放さが見えるエピソードを教え
てくれました。そんな柊龍くんに拓巳さん、晴香さんは「ご飯をた
くさん食べて、元気に思うままに育ってほしいです」と願います。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　ユ…ユーパル矢祭9

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　近藤柊
ひりゅう

龍くん（4）
お父さん　拓巳さん　　お母さん　晴香さん　　
おじいちゃん　　栄治さん　　おばあちゃん　　利子さん　

【下関河内在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所
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住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 10 月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 10 月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 10 月 31日まで

平
成
28年

9月
2日
発
行

(毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.666

日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9 10

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●乳がん検診
　山開（9：00～10：30、
　　　　  13：00～14：00）

●乳がん検診
　山開（9：00～/13：00～）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

11 12 13 14 15 16 17
●乳がん検診
　山開（9：00～/13：00～）

●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●リトミック
　山開（10：30～11：00）
●６か月児・１１か月児健康相談
　山開（10：30～11：00）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

18 19 20 21 22 23 24
●矢祭読書の日
●敬老会
　ユ (8：00～）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ

25 26 27 28 29 30 10/1
●心の健康相談会
　    山開（10：00～16：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●２歳児歯科健診
　山開（13：00～13：15）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

2 3 4 5 6 7 8
●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●子宮がん・骨粗鬆症検診
　山開（13：30～14：30）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


